
 

 

 
 

 

   我以外皆我師                    校長 藤井 和重 

 タイトルは、「われ いがい みな わがし」と読みます。大正～昭和初期に活躍した作家

である吉川英治氏が、「宮本武蔵」の中で残した言葉でもあります。訳すと「自分以外は

全て、自分に何かを教えてくれる先生である」という意味です。 

 吉川氏は、明治時代の横浜生まれで、家庭の事情から小学校も途中までしか通えず、そ

の後多くの職業を次々変えながら、自分一人で勉強や修行を続けて小説家になりました。

名作「新書太閤記」には、次のような一節があります。 

 「秀吉は、貧しい家に生れ、逆境に育ち、特に学問するなど教養を身に付ける時間はも

たなかったために、常に、接する者から必ず何か一事を学び取るということを忘れない習

性を備えていた。だから、彼が学んだ人は、ひとり信長ばかりでない．．．」 

 秀吉が信長の家来であったことは、皆さんよく知っていることだと思いますが、この話

の続きでは、秀吉は、誰からでも何でも学び、自分を高めていったと書かれています。 

 少し難しい話になってしまいましたが、皆さんは今年度もたくさんの学校行事や学年行

事に取り組みます。まず最初が６月の運動会です。全校生徒が集まって競技に臨むととも

に、練習の過程では、下級生は上級生から下里中の伝統を学び引き継ぎます。７月は２年

生が職場体験を行い、初めて会う事業所の方々から働くことを学びます。 

 他にも１年間の学校生活の中では、授業以外でもたくさんの学びに出会いますが、その

１つ１つの機会で大切にして欲しいことについてお話をします。 

 第１は、「自分の中に問いをもつこと」です。たとえば、教えてもらったことや学んだ

ことに対して、「なぜだろう？」「本当にそうなのかな？」と考えてみることです。次に友

達との話の中で、「自分と違う考え方があるのはなぜだろう？」と気付きを繰り返してみ

てください。そうしていると、自分で考えてみたり人に聞いてみたりしたくなります。ま

た、友達の今まで見えなかった面を見ることができたり、思いやりや優しさを感じたりす

ることもできるでしょう。その過程こそが、まさに「学び」 

です。「考えたい」「知りたい」と思う気持ちこそが成長の 

第一歩になります。時にはうまくいかなかった経験からも、 

大切なことを学ぶことができます。 

 これから始まる行事や日々の学校生活の中で、皆さんが 

多くのことに気付き、考え、学び、そして仲間とともに成 

長していくことを、心から楽しみにしています。 

         

 下里中だより 
 教育目標 ・知性を高めよう ・心身を鍛えよう ・広く思いやろう 
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～生徒総会～ 生徒の意見が反映される学校作り 

５月９日（金）に生徒総会が行われました。生徒総会は、一年間の生徒会活動の中で最初に行わ

れる大きな行事です。生徒会長、各委員会の委員長は、前期の活動方針を説明し、質疑応答では質

問者に丁寧に回答をしていました。また、事前に出した質問以外に、その場で疑問に思ったことを、

全校の前に出て質問をした生徒もいました。この会を進行した議長団の活躍もあり、下里中をより

よくするための意見交換が活発に行われました。学級目標の発表では、学級委員が目標に込められ

た思いを発表し、学級ごとの個性を出していました。良いスタートを切った生徒会活動、今後の活

躍が楽しみです。                          （生徒会担当教員） 

各委員会の前期活動目標を紹介します。 
 

☆生徒会役員会   ・生徒の意見が反映される学校をつくる 

・他学年との交流の機会をつくる 

☆３年学級委員会 ・最上級生としての自覚をもち学校の模範になる 

・一つ一つの行動に責任をもち、何事にも全力で取り組む 

☆２年学級委員会 ・積極的に自分の力を発揮してクラスの中心となり、互いに協力し合える学年にする 

☆１年学級委員会 ・時間を守り、協力し合う学年  ・思いやりをもち、周りから信頼される学年 

・１年間経ったときに良い学年だったと思えるように努力する 

☆生活委員会  ・凡事徹底～規則正しく模範となり、誇れる生活委員を目指す～ 

  ☆保健委員会 ・全校生徒が健康な生活を送れるようにする 

  ☆整美委員会 ・協力して全校生徒の美化意識を高める 

  ☆広報委員会 ・責任をもって、聞き取りやすい放送をする 

  ☆体育委員会 ・陣頭指揮～リーダーシップをとる～ 

  ☆図書委員会 ・本のイメージが変わるような活動をし、本を好きになってもらって、月の利用者１００人を 

目指そう 

  ☆選挙管理委員会 ・立候補者を支え、責任をもって仕事をして、無効票０を目指す 

 

～小中連携の日～ 

 ５月１４日（水）は今年度第１回小中連携の日でした。今回は下里中学校に第七小学校・第十小

学校の先生方が来校し、授業見学と協議会を行いました。協議会では、発達段階に応じた指導方法

の工夫や小・中学校の特質や課題等について活発な話し合いが行われ

ました。卒業させた生徒たちが、授業等で頑張っている姿を見て、小

学校の先生方はとても喜んでいらっしゃいました。 
 

～下中生の活躍～ 

卓球部 第５２回東久留米市市民卓球大会 

中学３年生の部 優勝  T.R.さん  準優勝 N.Y.さん  第３位 S.T.さん 

     中学２年生の部 準優勝 A.S.さん  

     団体の部 優勝 下里中学校A チーム 第３位 下里中学校 Bチーム 
 

☆お知らせ☆ 

今年度、本校では、文化庁主催芸術体験プログラムから「新国立劇場合唱団の皆さんと歌唱を学ぶ」

という体験を行います。５月２６日（月）⑤⑥校時のワークショップを経て、６月１６日（月）③④校時には、

指揮者、ピアニスト、声楽家、計３２名の演奏者がいらしての本公演を予定しています。 

６月１６日（月）は保護者の方々の参観も可能です。参観を希望される方は、お子様を通じて担任まで

お知らせください。 


